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ソフトコンポーネント計画書 

 

（1） ソフトコンポーネントを計画する背景 

パキスタン・イスラム共和国（以下、パキスタン）は、南北に 1,500km と長く標高差が大き

いことから、地域により地形及び気象現象が多様であり、大雨、集中豪雨、洪水、土砂災害、

サイクロン、干ばつ等様々な自然災害に見舞われている。近年では、2010 年、2011 年、2012

年と連続して大規模な洪水が発生し、パキスタン史上 悪の洪水となった 2010 年のインダス

川大洪水（死者・行方不明者約 2 千人、被災者 2 千万人超、被害総額 95 億ドル）及び 2011

年のシンド州を中心とした洪水（死者・行方不明者 5 百人超、被災者約 5 百万人）は甚大な被

害をもたらした。1950 年から洪水によりパキスタンが被った損失総額（38,171 百万ドル）の

約半分に当たる 18,986 百万ドルが 2010 年以降に発生した洪水によるものであり、モンスーン

期の大雨が引き金となっている。モンスーン期に大雨をもたらす雨雲の殆どが、インドからパ

キスタンに進入し、それらの約 8割が北上して洪水を引き起こす。洪水は、パキスタンにおけ

る災害数の約 6 割、死者数の約 7割、被災者数の 9 割以上を占め、人命や財産の損失及び社会

経済活動の停滞をもたらすだけでなく、貧困層に対し大きな打撃を与えるため、パキスタン政

府の開発戦略の一つである貧困削減への障害ともなっている。 

パキスタンにおいて災害をもたらす規模の大雨の殆どは、パンジャブ州及びシンド州の広い

範囲の地域に、インド側から移動してくる雨雲によるものである。従って大雨による災害を軽

減させるためにはこの地域における雨雲をできるだけ隈なく精度よく観測し、気象予警報の能

力向上に活用させる必要がある。 

現在、我が国の支援でイスラマバード（2019 年 6 月運用開始）、カラチ（2020 年 9 月運用開

始予定）及びムルタン（2022 年 12 月運用開始予定）の Sバンド気象ドップラーレーダーの整

備が進められている。しかしながら上記気象レーダーだけではパキスタンの中部地域に気象レ

ーダーの観測空白地域が存在しインドから進入する降雨を確実に把握するには不十分な状況

である。そこで、カラチとムルタンの中間に位置し、国境にも比較的近いサッカル市の既設パ

キスタン気象局（PMD：Pakistan Meteorological Department）ローリ・サッカル気象観測所

に半径 450km の広域を観測域とする新たな気象ドップラーレーダーを整備し観測空白地域を

補完することにより、インドからパキスタンに進入する雨雲の進入路をほぼ全て観測範囲に収

めることが可能となる。更に当該気象レーダーから半径 200km 以内ではドップラー観測により

約 1km メッシュの詳細な雨量強度及び風向・風速の観測データが得られるようになるため、

450km の広域雨量観測に加えてこれらのデータを蓄積・分析することで、自然災害の危険を事

前に予測するだけではなく、継続的に活用することで適切な防災対策を講じることが可能とな

資料 ５． ソフトコンポーネント計画書 
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る。 

以上を踏まえて、本プロジェクトでは、シンド州のサッカルに S バンド固体化電力増幅式 2

重偏波気象ドップラーレーダーシステム（以下、2 重偏波気象レーダー）を整備する。先端技

術である 2重偏波機能は降水に含まれる雨滴の形状を観測し粒径を推定することで、従来の単

偏波気象レーダーと比較して降水量の推定精度を飛躍的に向上することが可能となる。 

さらに、当該気象レーダーシステムにて得られた観測データを予報業務に有効活用するため

に、気象レーダー中央処理システム及び気象レーダーデータ表示システムも導入予定である。

気象レーダー中央処理システムは、サッカル気象レーダー観測所を遠隔操作・制御・維持管理

するために、気象レーダーシステムのリモートコントロール、運用監視、設定変更及び気象レ

ーダー機械室の運用環境監視（機材及び室内温度監視）等の機能を有し、導入済/予定の全気

象レーダーをシステムとして包括的に運用するためにイスラマバード本局へ導入する必要が

ある。また気象レーダーデータ表示システムは、サッカル気象レーダー観測所、そして 2重偏

波気象レーダー観測データを気象観測・予報業務や他の気象業務に活用する PMD イスラマバー

ド本局国家気象予報センター、PMD カラチ熱帯サイクロン警報センター、PMD ラホール洪水予

報部に加え、イスラマ

バード、カラチ及びラ

ホール国際空港内 PMD

気象事務所に設置予定

であり、気象レーダー

観測データをリアルタ

イムで受信・表示する

機能を有している。右

図にサッカル気象レー

ダー遠隔操作・制御及

び気象レーダーデータフローを示した。 

本プロジェクトで調達する各システムを長期間に渡り、良好に稼働させるため、また本プロ

ジェクトの目的でもある、パキスタンの気象・洪水情報や予警報の精度を向上して自然災害に

よる被害の軽減に寄与するため、2 重偏波機能を有する気象レーダーの適切な活用により、災

害を引き起こす気象現象の PMD の監視能力を適正化且つ強化することが不可欠である。そのた

めに適切な運用維持管理技術を有する人材が求められることから、本ソフトコンポーネントを

実施する必要がある。 

単偏波気象レーダーを導入するイスラマバードに関するソフトコンポーネントは 2018 年 7

月～8 月及び 2019 年 4 月～5 月に実施され、同じく単偏波気象レーダーを導入するカラチに関

気象レーダー中央
処理システム 

気象レーダー 

データ表示システム 

PMD イスラマバード本局 国家気象予報センター サッカル気象レーダー観測所 

気象レーダー 
装置 

気象レーダー 

データ表示システム 
遠隔操作・制御 

気象レーダーデータ 

気象レーダーデータ 

PMD カラチ熱帯サイクロン 
警報センター 

気象レーダー 

データ表示システム 

PMD ラホール洪水予報部 カラチ国際空港内 
PMD 気象事務所 

気象レーダー 

データ表示システム 

ラホール国際空港内 
PMD 気象事務所 

気象レーダー 

データ表示システム 

イスラマバード国際空港内 
PMD 気象事務所 

気象レーダー 

データ表示システム 

気象レーダー 

データ表示システム 

図 1  サッカル気象レーダー遠隔操作・制御及び気象レーダーデータフロー 
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しては 2020 年中旬に実施予定である。これらのソフトコンポーネントでは、単偏波気象レー

ダーによるプロジェクト成果の持続的な活用及び効果発現のために、プロジェクトで調達した

機材の適切な維持管理体制の確立、定期的な点検・整備マニュアルの策定及びその方法を PMD

技術者が習得することを目的としていた。また PMD 予報官が予警報に必要な気象現象を気象レ

ーダーにより生成されるプロダクトの中から迅速に特定できるよう、各気象レーダープロダク

トの表示内容及び生成方法に関する理解を深め、日常的な各気象レーダープロダクトの確認実

施必要性の認識向上にも注力した。 

また 2 重偏波気象レーダー整備は、パキスタン国内でサッカルが 2例目となり、1 例目であ

るムルタンの 2 重偏波気象レーダーに関するソフトコンポーネントは、2022 年下旬に実施予

定である。この先行するソフトコンポーネントに鑑み、本プロジェクトのソフトコンポーネン

トでは、以下の重点項目を念頭にムルタン気象レーダーのソフトコンポーネントにて作成予定

の研修資料やマニュアル等を更にパキスタンに適した内容に改善した上で効率的に実施する。 

 単偏波レーダーと比較した 2 重偏波気象レーダーの特徴、観測原理及び 2 重偏波気象レ

ーダー独自の調整項目の理解 

 ムルタン気象レーダー観測データも利用した 2 重偏波気象レーダープロダクトの解説

及び気象予報業務への活用 

 観測モード（PPI：Plan Position Indicator、RHI：Range Height Indicator 等）、観

測データを処理して得られるデータ(CAPPI：Constant Altitude Plan Position 

Indicator)及びそれらの合成により得られる派生プロダクトについての理解の促進 

 気象レーダーの非降水エコーの説明、気象レーダーによる自動除去の手法とその限界、

その他品質管理手法の概説 

 気象レーダー観測一次データ、合成データの取得及び関係機関への共有手法 

 

（2） ソフトコンポーネントの目標 

PMD が独自で、サッカルに導入される 2 重偏波気象レーダーの確実な運用ができるようにな

る。 

（3） ソフトコンポーネントの成果 

ソフトコンポーネントの成果は下表の通りである。 
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上述のソフトコンポーネントの 5つの成果を達成することにより、下表に示す各効果が見込

まれ、それらは、本プロジェクトの目標達成にも貢献するものと考えている。 

表 1 ソフトコンポーネントの成果及び達成度の確認方法 

No. 成果 成果指標 
成果達成度の 

確認方法 

1 

PMD 技術者が 2 重偏波（垂

直・水平偏波）機能の測

定・確認方法を習得する。 

PMD 技術者が独自に 2重偏波（垂直・

水平偏波）機能の測定・確認を実施

できる。 

2 重偏波（垂直・水平偏波）機能の

測定・確認作業の習得度を目視及び

インタビューにより確認 

2 

PMD技術者がサッカル気象

レーダーシステムの運

用・管理方法を習得する。 

PMD が独自にサッカル気象レーダー

システム概要､保守管理マニュアル

及び保守管理台帳を活用し、適切に

運用・管理できる。 

サッカル気象レーダーシステム概

要､保守管理マニュアル及び保守管

理台帳の活用状況を記載内容及びイ

ンタビューにより確認 

3 

PMD技術者がサッカル気象

レーダーシステム機器の

メンテナンス（点検、調整）

方法を習得する。 

PMD 技術者が独自に以下の項目に関

する点検、調整、軽微な故障の探

究・処置・復旧ができる。（a.測定

器等を用いた定期保守点検、b.予備

品の実機への組入れ後のシステムの

動作確認（観測状況）、c.重大な故

障発生時の対応（コンサルタント及

びメーカーへの情報伝達、技術アド

バイス受領等）） 

以下の 4 項目の習熟度を、目視及び

インタビューにより確認 

1)測定器等を用いた定期保守点検 

2)予備品の実機への組入れ後の動作

及び観測状況確認 

3)軽微な故障の探求・処置・復旧確

認作業 

4)重大な故障発生時の対応 

4 

PMD職員がサッカル気象レ

ーダーシステムを適切に

操作・利用し、精度の高い

気象観測を実施する。 

・PMD 職員が独自に観測シークエン

ス・スケジュールに従った気象レ

ーダー観測ができる。 

・グランドクラッターその他非降水

エコーの有無の確認ができる。 

・観測結果から把握した気象現象を

予報業務へ活用することができ

る。 

・観測シークエンス・スケジュール

に沿った気象レーダー観測の実施

を運用情報により確認 

・グランドクラッターその他非降水

エコーの有無の確認の実施 

・気象現象を気象レーダー画像表示

装置にて適切な操作手順で探し出

す小テストの実施 

5 

気象レーダー観測一次デ

ータ、合成データの取得及

び関係機関への共有方法

を確立する。 

・PMD 職員が独自に気象データ表示

装置から観測データを取り出すこ

とができる。 

・同データを気象予報業務での使用

に適するデータへ変換できる。 

・変換データが適切な方法で関係機

関へ共有され、定期的に更新され

る。 

・気象データ表示装置から観測デー

タ取得方法の確認 

・同データを気象予報業務に適した

データへの変換方法の確認 

・共有されている変換データの更新

頻度の確認 

表 2 ソフトコンポーネントにおいて実施することによる効果 

No. 成果 ソフトコンポーネントにおいて実施することによる効果 

1 
PMD 技術者が 2 重偏波（垂直・水平偏

波）機能の測定・確認方法を習得する。 
PMD技術者が2重偏波機能を有するサッカル気象レーダーシス

テム機器のメンテナンス方法を習得し、気象レーダー観測に

係る機器の調整や定められた手順での定期点検の実施・記録

を含めた適切な維持管理を実施することにより、我が国の無

償資金協力により整備される気象レーダーが長期に渡り良好

に稼働することに寄与する。 

2 
PMD 技術者がサッカル気象レーダーシ

ステムの運用・管理方法を習得する。 

3 

PMD 技術者がサッカル気象レーダーシ

ステム機器のメンテナンス（点検・調

整）方法を習得する。 

4 PMD 職員がサッカル気象レーダーシス ソフトコンポーネントにおいて設定される 適な観測スケジ
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（4） 成果達成度の確認方法 

ソフトコンポーネントの成果達成度の確認方法は「表 1 ソフトコンポーネントの成果及び

達成度の確認方法」に示した通りである。 

 

（5） ソフトコンポーネントの活動（投入計画） 

ソフトコンポーネントの活動（投入計画）は以下の通りである。表 3 に各活動の内容、必要

とされる技術・業種、技術レベルを、表 4 に各活動の実施方法、成果品及び実施リソースを、

表 5 に各活動のターゲットグループを記載する。 

ソフトコンポーネントの活動に関して、準備調査団内での議論を踏まえ精査を行った結果、

我が国において 2 重偏波気象レーダーの新たな維持管理手法として導入が進められている「2

重偏波機能（垂直・水平偏波の系統誤差及び標準偏差）の測定・確認」に関する研修を、新た

に2重偏波気象レーダーの2基目となる本プロジェクトのソフトコンポーネントの活動に含め

る必要があるとの結論に至った。本プロジェクトが完成して、気象レーダーの連続観測が開始

されると、活動 1 において実施する降雨時の天頂観測に時間を割くことが極めて難しい状況と

なるため、活動 1 は、気象レーダー機器の調整作業期間と機材据付工事が完了する間の降雨時

に実施する計画とした。活動 2 及び活動 3 の研修は、主にサッカルに新規で配属される職員及

び同気象レーダーの運用に関わる PMD 関係職員を対象に気象レーダーの運用・維持管理を実施

する際に必要不可欠な項目を実地研修する計画としている。また導入される機材は入札により

決定されるため、メーカーが準備するマニュアル等が既設レーダーと大きく異なる可能性も

多々ある。気象レーダーは全て発注に従い製作される特注品であることから、気象レーダーメ

ーカーが異なると、気象レーダーの各機器を構成する各ユニットの形状や配置等が異なること

から点検個所や調整手順が異なる。そのため活動 2 及び活動 3 の研修のための資料は、新たに

作り直すことが必要となり、ムルタン気象レーダーのソフトコンポーネントの研修資料やマニ

ュアル等の多くを改訂する必要が生じるのが実情である。これらの点を踏まえて活動 2 では、

テムを適切に操作・利用し、気象観測

を実施する。 

ュールに沿ってサッカル気象レーダーを適切に運用すること

により、PMD は、シンド州、パンジャブ州及びインド側の広域

に渡る精度の高い気象レーダー観測が可能となる。また研修

を通じて得た気象レーダープロダクトからの気象現象の適切

な解析手法により、気象及び洪水予警報の作成に寄与する。 

5 

気象レーダー観測一次データ及び、合

成データの取得及び関係機関への共

有方法を確立する。 

気象レーダー観測一次データ、合成データの取得及び適した

データへの変換を行い、予警報業務に活用し、またこれらの

プロダクトを政府防災機関やパキスタン国民に適時に提供す

ることにより、本プロジェクトの目標である自然災害による

被害の軽減に寄与する。 
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ムルタン気象レーダーのソフトコンポーネントにて作成予定の研修資料やマニュアル等をよ

り多く使用することにより準備作業を短縮化し、研修を効率的に実施する計画である。活動 3

に関しては、気象レーダーのメンテナンス実施に不可欠な研修項目に絞り計画した。 

活動 4 の研修は、各気象レーダーシステムが設置される場所の周辺の地形、標高、気象レー

ダー塔施設高さ、周辺状況（山、建物、橋、鉄塔等の有無）により、グランドクラッターの発

生場所、観測の遮蔽となる方位やその範囲、遮蔽となる範囲の観測データの補完方法、気象レ

ーダーアンテナ観測仰角等が、それぞれ大きく異なるため、新規の気象レーダーが整備された

後には、他の既設気象レーダー観測所で実施したソフトコンポーネントと同様の研修を、サッ

カル気象レーダー画像を使用する PMD 職員に対して実施する必要がある。活動 5 に関しては、

気象レーダー観測一次データ、合成データを取得し、他の気象業務での使用に適するデータへ

変換するための研修を実施する計画とした。加えてデータ共有により防災関係機関が適時・適

切な対応が可能となるよう、またデータの定期的更新のために必要な研修を実施する計画とし

た。 

表3  ソフトコンポーネントの活動内容 

成果 

No. 
活動 活動内容 

必要とされる 

技術・業種 
現状の技術水準 達成すべき技術水準 

1 活動 1 
2 重偏波機能の測定・確

認 

2 重偏波機能の測定・

確認方法の知識・技術

を有する技術者 

アナログ気象レーダ

ーシステムあるいは

単偏波気象レーダー

システムの点検・調

整・故障探求・処置・

復旧の実施経験 

2 重偏波機能の測定・確認

ができる技術を有する。 

2 活動 2 

サッカル気象レーダーシ

ステム保守管理マニュア

ル及びレーダーシステム

保守管理台帳の作成と運

用 

2 重偏波気象レーダーの

運用・管理技術を有する

技術者 

アナログ気象レーダ

ーシステムあるいは

単偏波気象レーダー

システムの運用・管理

の実施経験 

2 重偏波気象レーダーのマ

ニュアル概要及び保守管

理台帳に沿った運用・管理

技術を有する。 

3 活動 3 

サッカル気象レーダーシ

ステム点検、調整、軽微

な故障の探究・処置・復

旧、重大な故障発生時の

対応 

2 重偏波気象レーダーシ

ステムの調整・軽微な故

障の探求技術を有する

技術者 

アナログ気象レーダ

ーシステムあるいは

単偏波気象レーダー

システムの点検・調

整・故障探求・処置・

復旧の実施経験 

2 重偏波気象レーダーシス

テムの点検・調整・故障探

求・処置・復旧ができる技術

を有する。 

4 活動 4 

2 重偏波気象レーダー基

礎、データ品質管理概要、

シークエンス・スケジュ

ールに従った気象レーダ

ー観測 

気象レーダープロダクト

利用のための解説及び予

報業務への活用 

気象レーダー観測デー

タよりクラッター及び

ブラインドエリアの

特定・補完等の品質管

理を行える技術を有

し、且つパキスタンの

気象現象に即した観

測のシークエンス・ス

ケジュールの作成技術

を有する職員 

アナログ気象レーダ

ーシステムあるいは

単偏波気象レーダー

システムによる観測

及び観測に基づいた

予報業務経験 

・単偏波気象レーダーと比

較した2重偏波気象レー

ダーシステムの特徴を

理解している。 

・シークエンス・スケジュ

ールの作成技術及びス

ケジュールに従った観

測技術を有する。 

・2重偏波気象レーダーシ

ステムの観測データの

予報業務への適切な利
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用技術を有する。 

5 活動 5 

気象レーダー観測一次デ

ータ、合成データの取得

及び関係機関への共有方

法の確立 

気象レーダー観測デ

ータのデータフロー

を理解しており、観測

データのフォーマッ

ト変換、共有手法の技

術を有する職員 

既設イスラマバー

ド気象レーダー観

測データのフォー

マット変換の経験 

・観測一次データ及び合成

データの取得ができる

技術を有する。 

・観測一次データフォーマ

ットの読み方を理解し

ている。 

・PMD 気象レーダープロダ

クトの共有及び継続的

な運用ができる技術を

有する。 
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表4  ソフトコンポーネントの実施内容 

活動 実施方法 成果品 実施リソース 

活動 1 

PMD 技術者との技術ディスカッション 

• 2 重偏波機能測定・

確認手順書 

2 重偏波機能測定・確認技術担

当コンサルタント：0.83 人月 

（現地技術移転期間：25 日） 

直接支援型 

天頂観測による 2 重偏波機能の測定・確認実施手順

書の作成 

偏波機能試験装置による 2重偏波機能の測定・確認

実施手順書の作成 

天頂観測による 2 重偏波機能の測定・確認研修 

偏波機能試験装置の設置・調整、2 重偏波試験信号

送受信及び測定・確認研修 

活動 2 

PMD 技術者との技術ディスカッション 

• サッカル気象レー

ダーシステム保守

管理マニュアル 

• サッカル気象レー

ダーシステム保守

管理台帳 

気象レーダー運用・管理技術担

当コンサルタント：0.70 人月 

（現地技術移転期間：21 日） 

直接支援型 

サッカル気象レーダーシステム概要研修 

ムルタン気象レーダーシステム保守管理マニュア

ル及び保守管理台帳との比較、相違点・要改善点

の確認と改訂 

サッカル気象レーダー保守管理マニュアルに則っ

たPMD技術者による保守管理業務及び保守管理台帳

への記録研修 

活動 3 

PMD 技術者との技術ディスカッション 

• 活動 2のサッカル気

象レーダーシステ

ム保守管理マニュ

アルに記載される

各種実施手順書 

気象レーダー調整・故障探求

技術担当コンサルタント：

0.87 人月 

（現地技術移転期間：26 日） 

直接支援型 

実施手順書のムルタンとの比較、相違点・要改善点

の確認及び改訂 

測定器、検波器、減衰機及び工具等を用いた定期保

守点検研修 

納入された予備品の実機への組入れ及び組み入れ

後の動作・観測状況の確認研修 

故障状態を想定した故障探求・処置・復旧確認研修 

重大な故障発生時の対応研修 

実施手順書の作成 

活動 4 

PMD 予報官及び技術者との技術ディスカッション 

• サッカル気象レー

ダープロダクト解

説資料 

• データ品質管理概

要説明資料 

• 観 測 シ ー ク エ ン

ス・スケジュール説

明資料 

• サッカル気象レー

ダー観測データを

使用する小テスト 

気象レーダー観測技術担当コン

サルタント：1.07 人月 

（現地技術移転期間：32 日） 

直接支援型 

研修資料の作成 

サッカル気象レーダープロダクト利用のための解

説及び予報業務への活用 

2 重偏波気象レーダーのデータ品質管理概要研修 

地上降水強度プロダクトの生成手順の解説 

アンテナ仰角毎のブラインドエリア及びグランド

クラッターの推定と、推定結果に基づいた仰角合成

テーブルの作成 

サッカル気象レーダー観測シークエンス・スケジュ

ールの作成 

作成したシークエンス・スケジュールに従った気象

レーダー観測の OJT 研修 

活動 5 

研修資料の作成 • 観測一次データ及

び合成データの取

得方法手引書 

• PMD 気象レーダープ

ロダクトの公開手

順書 

気象レーダー観測データ活用

技術担当コンサルタント：

0.63 人月（現地技術移転期

間：19 日） 

直接支援型 

観測一次データ（2 重偏波により取得されるデータ

を含む）及び合成データの取得方法研修 

観測一次データフォーマットの読み方研修 

PMD 気象レーダープロダクトの公開・運用研修 

 

活動 1、活動 2 及び活動 3 は、サッカル気象レーダーシステムを使用することから、サッカ

ル気象レーダー塔施設において実施する。またこれらの研修には、サッカル気象レーダー観測
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所技術職員及び気象レーダー中央処理システムによりサッカル気象レーダー観測所の遠隔操

作・制御・維持管理を行う PMD イスラマバード技術職員、そして管区気象台としてサッカル気

象レーダー観測所の運用維持管理に統括的な責任を有し且つ気象レーダーの重大故障時には

迅速な対応を求められる PMD カラチ技術職員を含める計画とした。 

また活動 1に関しては、1)新たな維持管理手法であること、2)サッカル気象レーダーシステ

ム整備計画協力準備調実施時に初めて必要性が議論された（ムルタン気象レーダー整備計画時

には含まれなかった）ことから、ムルタン気象レーダー観測所技術職員を含める計画とした。

また活動 4は、サッカル気象レーダーシステムから得られるプロダクトを気象予警報に利用す

る職員を対象とする。具体的には、本プロジェクトにて気象レーダー塔が新設されるサッカル

気象レーダー観測所及びデータ表示システムが整備される、PMD イスラマバード本局国家気象

予報センター、PMD カラチ熱帯サイクロン警報センター、PMD ラホール洪水予報部並びにイス

ラマバード、カラチ及びラホール国際空港内 PMD 気象事務所の職員を対象に各地で実施する。

活動 5 は、気象レーダーシステムから得られるプロダクトを気象予警報に利用する職員に加え

て、気象レーダー観測一次データ及び合成データを取り扱う研究開発部職員及びプログラマを

対象にPMDイスラマバード本局国家気象予報センター及びPMDカラチ熱帯サイクロン警報セン

ターにて実施する。以上を踏まえたソフトコンポーネントの対象者は、下表の通りとする。 

表 5  各活動のターゲットグループ 

活動 職種 イスラマバード サッカル カラチ ムルタン ラホール 

 主任技師 1  1   

 電子技師 3 2 4 2  

活動 1 電子技師補 1 1 1 1  

 電気技術員  2    

 機械技術員  1    

 主任技師 1  1   

 電子技師 3 2 4   

活動 2 電子技師補 1 1 1   

 電気技術員  2    

 機械技術員  1    

 主任技師 1  1   

 電子技師 3 2 4   

活動 3 電子技師補 1 1 1   

 電気技術員  2    

 機械技術員  1    

活動4 気象職員 15 11 15  10 

 気象職員 15  15   

活動5 研究開発部職員 5     

 プログラマ 5  3   
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活動日程詳細計画は以下の通りである。 

表 6  各活動の日程詳細計画 
 活動 1 

日 サッカル気象レーダーシステム 2重偏波機能の測定・確認 

1 日本発 イスラマバード着（月曜日） 

2 PMD 計画部と日程の 終調整 

サッカルへ移動 

3 天頂観測による 2重偏波機能の測定・確認実施手順書の作成 

4 偏波機能試験装置による 2 重偏波機能の測定・確認実施手順書の作成 

5 研修準備作業 

PMD サッカル技術者との技術ディスカッション（研修オリエンテーション、技術レベルの把握、研修受講者のクラ

ス分け） 

6 土曜日（休日） 

7 日曜日（休日） 

8 天頂観測のための機材操作手順研修 

9 天頂観測による損失設定値調整研修 

10 天頂観測による位相設定値調整研修 

11 偏波機能試験装置の設置場所検討及び確定 

12 偏波機能試験装置の設置手順・調整方法研修 

13 土曜日（休日） 

14 日曜日（休日） 

15 偏波機能試験装置から発射する水平偏波を使用した水平アンテナパターンの作成研修 

16 偏波機能試験装置から発射する垂直偏波を使用した垂直アンテナパターンの作成研修 

17 偏波機能試験装置による送信/受信電力値（水平・垂直）の測定研修 

18 偏波機能試験装置による水平偏波と垂直偏波の送信位相の調整研修 

19 アンテナパターンからアンテナ特性の読取り・算出研修 

20 土曜日（休日） 

21 日曜日（休日） 

22 送信/受信損失値の算出及び DRSP への入力研修 

23 PMD による復習の支援 

イスラマバードへ移動 

24 完了報告書の作成 

イスラマバード発 

25 日本帰国 

  

 活動 2 

日 サッカル気象レーダーシステム概要・保守管理マニュアル及びレーダーシステム保守管理台帳の作成と運用 

1 日本発 イスラマバード着（月曜日） 

2 PMD イスラマバード本局において PMD 職員との技術ディスカッション 

PMD 計画部と日程の 終調整 

サッカルへ移動 

3 研修準備作業 

PMD サッカル技術者との技術ディスカッション（研修オリエンテーション、技術レベルの把握、研修受講者のクラ

ス分け） 

4 サッカル気象レーダーシステム概要研修 

5 ムルタン気象レーダーシステム保守管理マニュアル及び保守管理台帳との比較、相違点・要改善点の確認と改訂 

6 土曜日（休日） 

7 日曜日（休日） 

8 

サッカル気象レーダー保守管理マニュアルに則ったPMD技術者による保守管理業務及び保守管理台帳への記録研修 

（日、週、月、6ヶ月及び 12 ヶ月毎の点検・メンテナンス） 

9 

10 

11 

12 

13 土曜日（休日） 

14 日曜日（休日） 
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15 

サッカル気象レーダー保守管理マニュアルに則ったPMD技術者による保守管理業務及び保守管理台帳への記録研修 

（日、週、月、6ヶ月及び 12 ヶ月毎の点検・メンテナンス） 

16 

17 

18 

19 完了報告書の作成 

20 土曜日（休日） 

21 日曜日（休日） 

  

 活動 3 

日 サッカル気象レーダーシステム点検、調整、軽微な故障の探究・処置・復旧及び重大な故障発生時の対応 

1 研修準備作業 

実施手順書のムルタンとの比較、相違点・要改善点の確認及び改訂 

2 測定器、検波器、減衰機及び工具等を用いた定期保守点検研修 

3 測定器、検波器、減衰機及び工具等を用いた定期保守点検研修 

4 空中線装置用予備品の実機への組入れ及び組み入れ後の動作・観測状況の確認研修 

5 空中線制御装置用予備品の実機への組入れ及び組み入れ後の動作・観測状況の確認研修 

6 土曜日（休日） 

7 日曜日（休日） 

8 送信装置用予備品の実機への組入れ及び組み入れ後の動作・観測状況の確認研修 

9 受信信号処理装置用予備品の実機への組入れ及び組み入れ後の動作・観測状況の確認研修 

10 レーダー動作制御装置による各機材の状態確認方法の詳細解説 

PMD による復習の支援 

11 レーダー動作制御装置に表示されるエラーメッセージの内容及び必要な処置の詳細解説と実習 

復旧した状態の確認研修 

PMD による復習の支援 

12 各機材のアラームの意味及び必要な処置の詳細解説と実習 

復旧した状態の確認研修 

PMD による復習の支援 

13 土曜日（休日） 

14 日曜日（休日） 

15 Yes/No チャートによる故障探求・処置・復旧確認研修 

PMD による復習の支援 

16 Yes/No チャートによる故障探求・処置・復旧確認研修 

重大な故障発生時の初期対応研修 

PMD による復習の支援 

17 重大な故障発生時の対応研修（報告用フォーマットの記載方法、報告に必要な各機器からのデータ収集方法及びデ

ータ収集に必要な各種測定装置の使用方法、報告用写真撮影時の注意点等の解説及び実施研修） 

PMD による復習の支援 

18 

19 

20 土曜日（休日） 

21 日曜日（休日） 

22 故障の事例紹介と対応策の解説及び対応実施研修 

PMD による復習の支援 

23 完了報告書の作成 

24 完了報告書の作成 

イスラマバードへ移動 

25 イスラマバード発 

26 日本帰国 

  

 活動 4 

日 2 重偏波気象レーダー基礎、データ品質管理概要、シークエンス・スケジュールに従った気象レーダー観測 

1 日本発 イスラマバード着（月曜日） 

2 PMD イスラマバード本局において PMD 職員との技術ディスカッション 

PMD 計画部と日程の 終調整 

サッカルへ移動 

3 研修準備作業 

PMD 予報官及び技術者との技術ディスカッション（研修オリエンテーション、技術レベルの把握、研修受講者のク

ラス分け） 
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研修資料の作成（ムルタンとの相違点・要改善点の確認及び改訂） 

4 サッカル気象レーダー観測シークエンス・スケジュールの作成 

5 サッカル気象レーダープロダクト利用のための解説 

6 土曜日（休日） 

7 日曜日（休日） 

8 サッカル気象レーダープロダクトの気象予報業務への活用（地点ごとの雨量表示、大雨警報を出すエリアの設定、

降雨追跡、重畳表示、空港などの重要地点表示設定、風配図（Wind Rose）、表示データの保存・印刷等の各機能

の解説及び操作実施研修） 

9 

10 地上降水強度プロダクトの生成手順の解説 

アンテナ仰角毎のブラインドエリア及びグランドクラッターの推定、推定結果に沿った仰角合成テーブルの作成 

11 2 重偏波気象レーダーのデータ品質管理概要研修 

12 サッカル気象レーダー観測シークエンス・スケジュールの見直し 

13 土曜日（休日） 

14 日曜日（休日） 

15 

作成したシークエンス・スケジュールに従った気象レーダー観測の OJT 研修 16 

17 

18 カラチへ移動 

研修資料の改訂 

19 PMD 予報官及び技術者との技術ディスカッション 

20 土曜日（休日） 

21 日曜日（休日） 

22 サッカル気象レーダープロダクト利用のための解説及び気象予報業務への活用 

23 地上降水強度プロダクトの生成手順の解説 

アンテナ仰角毎のブラインドエリア及びグランドクラッターの推定、推定結果に沿った仰角合成テーブルの作成 

24 ラホールへ移動 

研修資料の更新 

完了報告書の作成 

25 サッカル気象レーダープロダクト利用のための解説及び洪水予報業務への活用 

26 地上降水強度プロダクトの生成手順の解説 

アンテナ仰角毎のブラインドエリア及びグランドクラッターの推定、推定結果に沿った仰角合成テーブルの作成 

27 土曜日（休日） 

イスラマバードへ移動 

28 日曜日（休日） 

29 サッカル気象レーダープロダクト利用のための解説及び気象予報業務への活用 

30 地上降水強度プロダクトの生成手順の解説 

アンテナ仰角毎のブラインドエリア及びグランドクラッターの推定、推定結果に沿った仰角合成テーブルの作成 

31 2 重偏波気象レーダーのデータ品質管理概要研修 

完了報告書の作成 

イスラマバード発 

32 日本帰国 

  

 活動 5 

日 気象レーダー観測一次データ及び合成データの取得及び共有方法を確立する 

1 日本発 カラチ着（月曜日） 

2 研修準備作業/技術ディスカッション（研修オリエンテーション、技術レベルの把握、研修受講者のクラス分け） 

Linux のコマンドを使用した観測一次データ及び合成データの取得研修 

3 データ取得自動化の検討及び自動化実施のための技術アドバイス 

4 観測一次データフォーマットの読み方研修（アーキテクチャが異なるコンピュータ間で受け渡しを行うバイナリの

数値データに関する解説、バイナリデータを表示するためのソフトウェアの使用方法研修、メーカーが提供するデ

ータフォーマット定義書に基づいた観測一次データフォーマットの読み方研修） 

5 PMD 気象レーダープロダクトの共有・公開研修（全てのステークホルダーに対し 適な気象レーダープロダクトの

公開優先順位付け、ステークホルダーがレーダープロダクト画像を誤って解釈しないための適切な解説情報の検

討、 適な共有・公開方法の検討と技術的アドバイス等） 

6 土曜日（休日） 

7 日曜日（休日） 

8 PMD 気象レーダープロダクトの共有・公開研修（全てのステークホルダーに対し 適な気象レーダープロダクトの
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公開優先順位付け、ステークホルダーがレーダープロダクト画像を誤って解釈しないための適切な解説情報の検

討、 適な共有・公開方法の検討と技術的アドバイス等） 

9 イスラマバードへ移動 

10 Linux のコマンドを使用した観測一次データ及び合成データの取得研修 

11 データ取得自動化の検討及び自動化実施のための技術アドバイス 

12 観測一次データフォーマットの読み方研修（アーキテクチャが異なるコンピュータ間で受け渡しを行うバイナリの

数値データに関する解説、バイナリデータを表示するためのソフトウェアの使用方法研修、メーカーが提供するデ

ータフォーマット定義書に基づいた観測一次データフォーマットの読み方研修） 

13 土曜日（休日） 

14 日曜日（休日） 

15 PMD 気象レーダープロダクトの共有・公開研修（全てのステークホルダーに対し 適な気象レーダープロダクトの

公開優先順位付け、ステークホルダーがレーダープロダクト画像を誤って解釈しないための適切な解説情報の検

討、 適な共有・公開方法の検討と技術的アドバイス、Web サイトでのレーダー画像公開研修等） 

16 

17 

18 完了報告書の作成 

イスラマバード発 

19 日本帰国 

 

（6） ソフトコンポーネントの実施リソースの調達方法 

実施リソースは、本プロジェクトの機材調達に関わる本邦コンサルタントによる直接支援型

とする。その理由は以下の通りである。 

 気象業務及び導入される 2 重偏波気象レーダーシステムに関する高度な技術及び知識を

有している人材が不可欠であること。 

 通常、上述のような技術や知識を豊富に有している人材は、気象コンサルティング業務

を実際に行っている組織に在籍していること。 

 計画されている技術移転と同様の経験を有する人材が必要であること。 

これより、本邦コンサルタントの直接支援型とする。 

 

（7） ソフトコンポーネントの実施工程 

プロジェクト全体工程及びソフトコンポーネント実施工程を次表に示す。活動 1 の「2 重偏

波機能の測定・確認」は、気象レーダーメーカーが調整作業を行う時期に合わせ、コンサルタ

ントが実施する計画としており、その他の活動は、気象レーダーシステムの据付・調整作業が

完了してから 8 ヶ月後の雨期に実施する計画としている。また各研修のターゲットグループに

含まれていない職員も機会があれば研修に参加可能となるように、全ての活動の日程は重複し

ない計画とする。 
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表 7  各活動の日程詳細計画 

c

cソフトコンポ―ネント（活動5）

機材輸送

機材据付／調整

ソフトコンポ―ネント（活動3）

ソフトコンポ―ネント（活動2）

イスラマバード、カラチ及びラホール国際空港内PMD気象事務所

機材調達・据付工事

機材製作

ソフトコンポ―ネント（活動1）

機材製作

機材輸送

機材据付／調整

ソフトコンポーネント

PMDラホール洪水予報部

機材調達・据付工事

機材工事

機材据付／調整

1 2 3 4

機材製作

実施設計

詳細設計

22 23

機材製作

機材輸送

8

仮設・基礎工事

24 25 26 271 2 19 20 21

入札業務

103 4 5 6 7

85 6 7

16 17 189 11 12 13 14

機材製作

躯体工事

仕上工事

機材輸送

電気・空調・衛生設備工事

機材据付／調整

PMDカラチ熱帯サイクロン警報センター

工事準備・境界壁・盛土

PMDイスラマバード本局　国家気象予報センター

機材調達・据付工事

機材調達・据付工事

30

機材据付／調整

32 33 34

建設工事

機材輸送

2815 4035 36

ソフトコンポ―ネント（活動4）

38 39373129

サッカル気象レーダー観測所

計：8.0ヶ月

計：22.5ヶ月

月

計：13.3ヶ月

計：13.3ヶ月

計：17.3ヶ月

計：13.3ヶ月

計：13.3ヶ月

月
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（8） ソフトコンポーネントの成果品 

表 8  ソフトコンポーネントの成果品（アウトプット） 

資料名 内容 提出時期 ページ数 

2 重偏波機能測定・確認手順書 

• 気象レーダーシステム天頂観測操作手順 

• 天頂観測時の観測データの a.読取り方法、b.記録と

確認 

• 偏波機能試験装置の、a.設置法と調整、b.試験信号送

受信、c.2重偏波機能の測定・確認 

技術移転 

実施後 

15 

サッカル気象レーダーシステ

ム保守管理マニュアル 

• サッカル気象レーダーシステム概要 

• 測定器等を用いた定期保守点検手順 

• 予備品の実機への組入れ後の動作確認（観測状況）手

順 

• 故障の探求・処置・復旧確認作業実施手順 

• 重大な故障発生時の対応手順 

20 

サッカル気象レーダーシステ

ム保守管理台帳 

• 障害の発生日時 

• 障害の原因（異音、部分的な劣化、その他） 

• 実施した復旧手順 

• 交換した部品の名称及び数量 

• 復旧/トラブルシューティングを行ったエンジニアの

氏名 

10 

観測シークエンス・スケジュー

ル説明資料 

• アンテナ仰角毎の観測遮蔽領域 

• アンテナ仰角毎のビーム高度 

• 地上降水強度プロダクト構成 

15 

データ品質管理概要説明資料 

• 非降水エコーの種類 

• グランドクラッター、シークラッター観測例 

• ブライトバンド観測例 

• 非降水エコー除去技術 

10 

サッカル気象レーダープロダ

クト解説資料 

• 特に重要な気象レーダープロダクトの説明及び予報

業務への活用方法 
30 

気象レーダーデータ・プロダク

トの取得・共有方法手引書 

• 観測一次データの NetCDF フォーマット等での取得方

法 

• 観測一次データフォーマットの読み方 

• 観測合成データの取扱方法 

• 気象レーダー観測データの共有手順 

• フォルダ構成及びスクリプトの解説 

• 構成ファイルの解説 

• 保守と障害対応手順 

10 

ソフトコンポーネント完了報

告書 

• 活動計画と実績 

• 計画した成果と成果の達成度 

• 成果の達成度に影響を与えた要因 

• 効果の持続・発展のための今後の課題・提言等 

• 成果品一式 

ソ フ ト コ

ン ポ ー ネ

ン ト 実 施

完了時 

50 
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（9） ソフトコンポーネントの概略事業費 

 

施工・調達業者契約認証まで非公表 

 
 
 

（10） 相手国側の責務 

ソフトコンポーネントの実施に関して PMD 側の責務は、以下の通りである。 

1) 人的資源開発 

a) 継続的に次世代を担う人材を雇用する。 

b) 研修と人的資源開発計画を通じて、より優れた人材の育成を行う。 

2) プロジェクトにおいて調達された機材の長期運用 

a) 定期的にシステム運用維持管理に必要な予算を確保し、プロジェクトで供給された全

ての気象機材の交換部品、消耗品の調達を計画的に行う。 

b) 盗難や破損から機材を保護する。 

 

上述のPMD側の責務に関しては、PMDの組織的且つ人的能力を鑑みると、十分に実施可能で

あると考えている。特に「継続的に次世代を担う人材を雇用」に関しては、気象レーダーの維

持管理面において PMD が自立的発展するためには、電子関連技術者を継続的に補充し、補助

業務を行う職員から電子技師に至る全ての職員に気象レーダーの維持管理能力を継承してい

くことが重要である。 
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資料 ６． 参考資料 
  

調査名：パキスタン国サッカル気象レーダー整備計画 

番号 名  称 

形態 

図書・ビデオ 

地図・写真等 

ｵﾘｼﾞﾅﾙ 

／ｺﾋﾟｰ／

電子ﾌｧｲﾙ 

 

発行機関 

 

発行年 

1 Annual Flood Report 2010 図書 電子ﾌｧｲﾙ 
Government of Pakistan 

Ministry of Water and Power 
2011 年 

2 Annual Flood Report 2011 図書 電子ﾌｧｲﾙ 
Government of Pakistan 

Ministry of Water and Power 
2012 年 

3 Annual Flood Report 2012 図書 電子ﾌｧｲﾙ 
Government of Pakistan 

Ministry of Water and Power 
2013 年 

4 Annual Flood Report 2013 図書 電子ﾌｧｲﾙ 
Government of Pakistan 

Ministry of Water and Power 
2014 年 

5 Annual Flood Report 2014 図書 電子ﾌｧｲﾙ 
Government of Pakistan 

Ministry of Water and Power 
2015 年 

6 Annual Flood Report 2015 図書 電子ﾌｧｲﾙ 
Government of Pakistan 

Ministry of Water and Power 
2016 年 

7 Annual Flood Report 2016 図書 電子ﾌｧｲﾙ 
Government of Pakistan 

Ministry of Water and Power 
2017 年 

8 Annual Flood Report 2017 図書 電子ﾌｧｲﾙ 
Government of Pakistan 

Ministry of Water and Power 
2018 年 

9 Annual Flood Report 2018 図書 電子ﾌｧｲﾙ 
Government of Pakistan 

Ministry of Water and Power 
2019 年 

10 ANNUAL REPORT 2007 & 2008 図書 電子ﾌｧｲﾙ 

Government of Pakistan 

Prime Minister’s Office 

National Disaster Management 

Authority 

2009 年 

11 ANNUAL REPORT 2009 図書 電子ﾌｧｲﾙ 

Government of Pakistan 

Prime Minister’s Office 

National Disaster Management 

Authority 

2010 年 

12 ANNUAL REPORT 2010 図書 電子ﾌｧｲﾙ 

Government of Pakistan 

Prime Minister’s Office 

National Disaster Management 

Authority 

2011 年 
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13 ANNUAL REPORT 2011 図書 電子ﾌｧｲﾙ 

Government of Pakistan 

Prime Minister’s Office 

National Disaster Management 

Authority 

2012 年 

14 ANNUAL REPORT 2012 図書 電子ﾌｧｲﾙ 

Government of Pakistan 

Prime Minister’s Office 

National Disaster Management 

Authority 

2013 年 

15 ANNUAL REPORT 2013 図書 電子ﾌｧｲﾙ 

Government of Pakistan 

Prime Minister’s Office 

National Disaster Management 

Authority 

2014 年 

16 ANNUAL REPORT 2014 図書 電子ﾌｧｲﾙ 

Government of Pakistan 

Prime Minister’s Office 

National Disaster Management 

Authority 

2015 年 

17 ANNUAL REPORT 2015 図書 電子ﾌｧｲﾙ 

Government of Pakistan 

Prime Minister’s Office 

National Disaster Management 

Authority 

2016 年 

18 ANNUAL REPORT 2016 図書 電子ﾌｧｲﾙ 

Government of Pakistan 

Prime Minister’s Office 

National Disaster Management 

Authority 

2017 年 

19 ANNUAL REPORT 2017 図書 電子ﾌｧｲﾙ 

Government of Pakistan 

Prime Minister’s Office 

National Disaster Management 

Authority 

2018 年 

20 ANNUAL REPORT 2018 図書 電子ﾌｧｲﾙ 

Government of Pakistan 

Prime Minister’s Office 

National Disaster Management 

Authority 

2019 年 

21 
National Monsoon Contingency 

Response Directive-2018 
図書 電子ﾌｧｲﾙ 

Government of Pakistan 

Prime Minister's Office 

National Disaster Management 

Authority 

2018 年 

22 
Pakistan Floods Rapid 

Response Plan 
図書 電子ﾌｧｲﾙ 

Office for the Coordination of 

Humanitarian Affairs 

United Nations 

2011 年 

23 

A Report on the 

Implementation of Diagnostic 

Study for 2010 Flood and 

Extreme Monsoon Rains 2011 in 

Pakistan under Sustainable 

Development through Peace 

Building, Governance and 

Economic Recovery in KP and 

Support Landslide IDPS in 

Hunza Nagar and Gilgit 

District When UNDP survey as 

Implementing Partner 

図書 電子ﾌｧｲﾙ 
Pakistan Meteorological 

Department 
2012 年 
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24 
Flood Protection Plan-IV (Ten 

Year Plan) 
図書 電子ﾌｧｲﾙ 

Ministry of Water 

Resources/NESPAK DELTARES 
2018 年 

25 
Location of Observatory 

Stations 
データ 電子ﾌｧｲﾙ 

Pakistan Meteorological 

Department 
- 

26 Monsoon Track 2009-2018 地図 ｺﾋﾟｰ 
Pakistan Meteorological 

Department 
- 

27 Flood Extent - Pakistan 地図 電子ﾌｧｲﾙ 
National Disaster Management 

Authority 
- 

28 Annual Mean Rainfall Pattern 地図 電子ﾌｧｲﾙ 
Pakistan Meteorological 

Department 
- 

29 Station Network 地図 電子ﾌｧｲﾙ 
Pakistan Meteorological 

Department 
- 

30 
Flood 2010 Disaster 

Management Apparatus in Sindh 
スライド 電子ﾌｧｲﾙ 

Sindh Provincial Disaster 

Management Authority 
- 

31 
Breach at Tori Bund in Flood 

2010 
スライド 電子ﾌｧｲﾙ 

Sindh Provincial Disaster 

Management Authority 
- 

32 
Presentation on Pakistan 

Meteorological Department 
スライド 電子ﾌｧｲﾙ 

Pakistan Meteorological 

Department 
- 

33 

Presentation on Climate and 

Observation Network of 

Pakistan 

スライド 電子ﾌｧｲﾙ 
Pakistan Meteorological 

Department 
- 

34 

Flood Forecasting Data 

Exchange & Flood-2010 in 

Pakistan 

スライド 電子ﾌｧｲﾙ 

Flood Forecasting Division, 

Pakistan Meteorological 

Department 

- 

35 
Flood Forecasting System of 

PMD 
スライド 電子ﾌｧｲﾙ 

Flood Forecasting Division, 

Pakistan Meteorological 

Department 

- 

36 
Rainfall Pattern 2-7 

September 2014  
観測データ 電子ﾌｧｲﾙ 

Pakistan Meteorological 

Department 
2019 年 

37 
Rainfall Pattern 10-17 August 

2011   
観測データ 電子ﾌｧｲﾙ 

Pakistan Meteorological 

Department 
2019 年 

38 Daily Rainfall data Jul. 2010 観測データ 電子ﾌｧｲﾙ 
Pakistan Meteorological 

Department 
- 
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39 Daily Rainfall data Aug. 2010 観測データ 電子ﾌｧｲﾙ 
Pakistan Meteorological 

Department 
- 

40 Daily Rainfall data Sep. 2010 観測データ 電子ﾌｧｲﾙ 
Pakistan Meteorological 

Department 
- 

41 Daily Rainfall data Jul. 2011 観測データ 電子ﾌｧｲﾙ 
Pakistan Meteorological 

Department 
- 

42 Daily Rainfall data Aug. 2011 観測データ 電子ﾌｧｲﾙ 
Pakistan Meteorological 

Department 
- 

43 Daily Rainfall data Sep. 2011 観測データ 電子ﾌｧｲﾙ 
Pakistan Meteorological 

Department 
- 

44 Daily Rainfall data Jul. 2014 観測データ 電子ﾌｧｲﾙ 
Pakistan Meteorological 

Department 
- 

45 Daily Rainfall data Aug. 2014 観測データ 電子ﾌｧｲﾙ 
Pakistan Meteorological 

Department 
- 

46 Daily Rainfall data Sep. 2014 観測データ 電子ﾌｧｲﾙ 
Pakistan Meteorological 

Department 
- 

47 Daily Rainfall data Jan. 2019 観測データ 電子ﾌｧｲﾙ 
Pakistan Meteorological 

Department 
- 

48 Daily Rainfall data Feb. 2019 観測データ 電子ﾌｧｲﾙ 
Pakistan Meteorological 

Department 
- 

49 Daily Rainfall data Mar. 2019 観測データ 電子ﾌｧｲﾙ 
Pakistan Meteorological 

Department 
- 

50 
Hourly Rainfall data Aug. 

2016 
観測データ 電子ﾌｧｲﾙ 

Pakistan Meteorological 

Department 
- 

51 
Hourly Rainfall data Jul. 

2017 
観測データ 電子ﾌｧｲﾙ 

Pakistan Meteorological 

Department 
- 

52 
Hourly Rainfall data Sep. 

2012 
観測データ 電子ﾌｧｲﾙ 

Pakistan Meteorological 

Department 
- 

53 

Hourly Rainfall data 19-21 

Feb. 2019, 1-4 Mar. 2019, 

11-14 Apr. 2019 

観測データ 電子ﾌｧｲﾙ 
Pakistan Meteorological 

Department 
- 
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54 
Hydro Data (Monsoon Season) 

2010 
観測データ 電子ﾌｧｲﾙ 

Pakistan Meteorological 

Department 
- 

55 
Hydro Data (Monsoon Season) 

2011 
観測データ 電子ﾌｧｲﾙ 

Pakistan Meteorological 

Department 
- 

56 
Hydro Data (Monsoon Season) 

2014 
観測データ 電子ﾌｧｲﾙ 

Pakistan Meteorological 

Department 
- 

57 
River System & River Routing 

Model 
画像 電子ﾌｧｲﾙ 

Pakistan Meteorological 

Department 
- 

58 
Pakistan: Floods in 

Balochistan  
  電子ﾌｧｲﾙ World Health Organization 2019 年 
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